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 最近宇宙について講演する際、一つのクイズから話を切り出すことにしている。星と星と

の距離を問うのである。 
 《さて、仮に太陽が直径１センチのエンドウ豆ぐらいだったとしましょう。すると、太陽

の近くの星、例えばシリウスは、何キロメートル先にあると思いますか？》 
 会場の反応はさまざまだが、おおむね「さて？・・・・」と考えあぐねる雰囲気が伝わっ

てくる。答えは最後にご披露することにして、話を先にすすめよう。このクイズで知ってい

ただきたかったのは、「宇宙の大きさ」と「太陽（そうして地球）の小ささ」である。あるい

は、太陽と地球に対する一つの公平な認識、と言ってよいかも知れない。 
 人類にとって自然・宇宙を正しく認識することは容易なことではない。特に宇宙的な距離

感を持つことはとても難しい。最近は地球規模で旅行する機会も増えて、地球の表面が正し

い距離感覚で頭に入っている人々がめずらしくはない。しかし一方、向井千秋さんの飛行し

た空間とオリオン座のなんとか星とは、頭の中でほぼ一点に重なってしまっている。向井さ

んの宇宙飛行は、むしろ「地球近傍空間旅行」といったほうが適切かもしれない。 
 正しい宇宙の距離感の獲得のために最も貢献した国は、アメリカである。今世紀、アメリ

カが宇宙の研究に注いだ知的エネルギーはすさまじい。宇宙の創世＝「ビッグバン」も含め

て、宇宙の成り立ちの大枠がわずか四十年足らずのうちに組み上がってきた。我が国の天文

学者は、この枠の中であれこれ仕事をしてきた。いまだに新しい枠をつくるという天文学的

貢献は、我が国からは稀である。この事情は学問の世界にとどまるものではない。例えば企

業経営においても、我が国の企業は活動の方針の大枠を自ら創案したわけではなかった。努

力すべき大枠は既に与えられており、我が国は努力することに専念できた。もちろん、この

努力自体は素晴らしいものだったのだが。 
 二十一世紀は、このままではすまない。アメリカの知的創造的生産力は緩やかに下降傾向

をとっている。我が国の果たすべき当面の役割は、その一部を肩代わりし、自ら課題を掘り

おこして、人類にとっての次の行動の方針を提起することにある。これは、地球の「経営」

に立案から参画することである。 
 この立案は、一つ経済学的考察の中にのみ求められるものではない。また人類の歴史から

学ぶという仕方にも限界がある。なぜならば、「地球という『容れ物』がすでに人類にとって

やや手狭になりつつある」という歴史上未曾有の状況が確実に進行しており、このことが立

案作業において本質的なファクターとなるからである。私たちがとりうる途は、宇宙・地球

をよりよく見つめ、洞察を深める中から将来への指針を学びとることであろう。この作業に

は、地球とそれをとりまく宇宙に対するバランスのとれた把握が不可欠であり、この際、文

系理系という便宜上の垣根が意味をなさないことは明らかである。危惧されることの一つは、

教育の場でむしろ逆に「地球・宇宙」がなおざりにされる傾きが見えることである。最後に

クイズの答えは、約六百キロメートル、名古屋—仙台間に相当する。また、この縮尺では地球

の直径は 0.1 ミリメートルである。 
（1994 年（平成 6 年）12 月 8 日 読売新聞（朝刊）より） 

＊一部変更を加えました。 


